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１．アフラトキシンＭ１について 

アフラトキシン類は、Aspergillus flavus、A.parasiticus、A.nomius 等

が産生するかび毒であり、食品での含有が問題となるのはＢ１、Ｂ２、Ｇ１、 

Ｇ２、Ｍ１、Ｍ２の６種類である。これらの化合物は発がん性を示すことが知ら

れているが、最も強い発がん性を示す化合物はアフラトキシンＢ１(AFB1)であ

り、主に落花生、とうもろこし、ナッツ類等の食品及びとうもろこしを含む

飼料中から検出される。飼料中のAFB1は、動物体内で代謝され、アフラトキ

シンＭ１(AFM1)となることが知られており、乳へと排泄されることから、畜産

物については、牛乳及びその加工品におけるAFM1の汚染が問題とされている。 

なお、食品中の総アフラトキシン(アフラトキシンＢ１、Ｂ２、Ｇ１及びＧ２

の合算)については、食品規格部会で審議が進められているところである。 

 

２．アフラトキシンＭ１に係るこれまでの経緯 

年   月 事   項 

平成１３年７月 コーデックスにおいて、乳中のAFM1の最大残留量0.5ppb

を設定 

平成１４年５月 食品規格・毒性合同部会において、我が国の牛乳中の汚染

実態はコーデックス規格を大きく下回っている旨を報告 

平成２０年７月 食品規格部会において、食品中の汚染物質に係る規格基準

設定の基本的考え方について整理され、AFM1についても規

格基準設定の検討対象とされた（別添） 

平成２１年１月 食品規格部会において、調査研究の進捗状況について報告 

 

３．JECFA（FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議）における評価 

  １９９７年（平成９年）の評価において、アフラトキシン類(Ｂ１、Ｂ２、Ｇ

１、Ｇ２、Ｍ１)はヒトの肝臓の発がん物質であり、許容摂取量は示されず、「摂

取は合理的に達成可能な値にまで低減されるべき」と評価され、AFM1につい

ては、AFの中で最も強い発がん性を示すAFB1と比較して、約１０分の１の発

がん性を有すると評価されている。 

２００１年（平成１３年）のJECFAにおいて、AFM1については、AFM1の基準

値を0.05ppb又は0.5ppbを採用した際に予想される肝臓がんのリスクの差は

非常に小さいと評価されている。 
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４．各国のアフラトキシンＭ１規制状況 

国・地域  対象食品 最大残留量(ppb) 

米国 牛乳（液状乳製品） 0.5 

ＥＵ 

生乳、加熱処理乳、乳を原材料とする食品の

原料乳 
0.050 

調製粉乳及びフォローアップ調製粉乳（乳児

用乳及びフォローアップ乳を含む） 
0.025 

乳幼児向け特殊医療目的の栄養食品 0.025 

 

５．我が国における飼料中のアフラトキシンＢ１低減対策 

農林水産省においては、AFM1の生乳への移行データや乳牛用配合飼料中の

AFB1のモニタリング結果をもとに、乳牛用配合飼料のAFB1の基準値を0.01ppm

としている。 

また、基準の遵守状況を確認するため、毎年、独立行政法人農林水産消費

安全技術センターにおいてモニタリング検査が実施されているが、これまで

基準値を超える事例は認められていない。（平成２１年度検査実績：２５０

検体（豚・鶏用を含む）について実施し、最大値0.007ppm） 

 

６．我が国における調査研究 

  乳中のAFM1に関してこれまでに行われてきた調査研究は以下のとおりであ

る。 

（１）食品中のかび毒のリスクアセスメントに関する調査研究（平成１３年度） 

平成１３年、JECFAにおいてAFM1の評価がなされたことを受け、国内の牛

乳２０８検体のAFM1の濃度を測定した結果、AFM1の検出値は平均0.009ppb

（最大値0.029ppb）であり、現状の汚染レベルであれば、肝臓がんの発生は

無視できると報告されている。 

（２）生乳中のアフラトキシンＭ１汚染実態調査（平成１５年度） 

  飼料中のAFB1汚染の汚染頻度増加を受けて、国内の生乳２９９検体のAFM1

の濃度を測定した結果、AFM1の検出値は平均0.0074ppb（最大値0.043ppb）

であった。我が国では季節的変動より飼料中のAFB1の濃度の影響が大きいこ

とを明らかにした。 

（３）アフラトキシンＭ１の加工品への移行調査と分析法の開発（平成１９年度） 

我が国におけるAFM1の暴露評価の精密化を目的として、乳製品（脱脂粉乳、

チーズ、バター）におけるAFM1の分析法の検討を行った。また、生乳から乳

製品へのAFB1の移行及び乳製品中での安定性について文献調査が行われ、乳

製品の種類によりAFM1の移行が異なることが示唆された。 

（４）食品中のかび毒に係る試験検査（平成２０年度） 

   国外の乳製品においてコーデックス規格を上回るAFM1の汚染実態等が報
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告されていることを受け、輸入乳製品（ナチュラルチーズ６０検体、バター

３０検体、ホエイパウダー等３０検体）についてAFM1の濃度を測定した結果、

ナチュラルチーズ８検体からAFM1が検出され、最大値は0.059ppbであった。

また、モンテカルロ法による暴露評価を実施したところ、我が国おける小児

の発がんリスクは99.9％パーセンタイル値0.5634ng／kg 体重／日の暴露で

発がん患者数が７人／１０億人／年と推計された。 

（５）食品中のかび毒に係る試験検査（平成２１年度） 

乳中AFM1の機器分析法について、複数の検査機関におけるコラボスタデ

ィを実施した。あわせて、簡易試験法の検討についても実施した。 

 

７．対応方針（案） 

 現時点までに得られている知見に基づき、食品健康影響評価を食品安全委

員会に依頼し、評価結果を受けた後に薬事・食品衛生審議会において検討を

行うこととする。 
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